
「『人工呼吸器からの離脱』を理解する─基
礎知識から臨床での考え方まで」卯野木健
（札幌市立大学）／シンポジウム／パネル
ディスカッション／ワークショップ
参加費▶会員1万3000円，非会員1万
5000円，学生3000円
参加登録方法▶下記Web サイトの登録
フォームより
問い合わせ先▶運営事務局
〒135-0063　東京都江東区有明3-6-11　
TFTビル東館9階　プロコムインターナ
ショナル内
☎ 03-5520-8821
jaen24@procom-i.jp

https://procomu.jp/jaen2022/index.
html

第 24 回看護国際フォーラム
（Web開催）

日時▶10月 29日（土）13：00〜16：00
テーマ▶Withコロナの経験から得た知見
─未来志向で考えるシームレスな新人教育
のあり方
プログラム▶Live講演「“オール兵庫”で
取り組むコロナ禍での新人看護師育成」大
野かおり（兵庫県立大学）／録画講演「看
護基礎教育と臨床ギャップへの架け橋─看
護実践への移行」岩間恵子（米国ペース大
学）／質疑応答
定員▶500名（先着順）
参加費▶無料
参加登録方法▶下記Web サイトの登録
フォームより
参加登録期間▶10月 21日（金）まで
問い合わせ先▶大分県立看護科学大学　看
護国際フォーラム担当
〒870-1201　大分県大分市廻栖野2944-
9
☎ 097-586-4300
forum2022@gm.oita-nhs.ac.jp

ht tps ://www.o i ta-nhs .ac . jp/s i te/
generalpublic/24th-forum.html

＊�掲載している情報は8月1日時点のもの
です。最新の情報は主催元をご確認くだ
さい。

令和 4年度医療機器
安全基礎講習会
第 44 回ME技術講習会
（Web開催）

日程▶8月3日（水）〜11月 28日（月）
プログラム▶医療安全施策の動向／医療機
器安全管理の実際／トラブル事例と対策
「人工呼吸器と呼吸モニタ」「輸液ポンプ」
「電気・設備関連」「医療ガス」「病院内のサ
イバーセキュリティ」／リスクマネジメン
トの実際
＊�「医療機器の安全使用のための研修」に
相当，修了証書を交付
受講料▶一般1万1000円，学生5000円
申込方法▶下記Webサイトの申込フォー
ムより
申込締切▶11月 4日（金）
問い合わせ先▶医療機器センター　研修事
業部
〒113-0033　東京都文京区本郷1-28-
34　本郷MKビル2F
☎ 03-3813-8157
me@jaame.or.jp

https://www.jaame.or.jp/koushuu/iryo/
ir_me.html

日本看護評価学会　
2022 年度研修会（現地開催）

◉研修1
日程▶9月11日（日）9：30〜16：30
会場▶キャンパスプラザ京都（京都市）
プログラム▶「“困った”が“自信”に変わ
るリフレクション─経験共有で高める看護
マネジメント力」緒方泰子（東京医科歯科
大学）
◉研修2
日程▶10月 8日（土）9：30〜16：30
会場▶京都看護大学（京都市）
プログラム▶「いまこそミッションマネジ
メント─看護職と組織がともに発展するた
めのアプローチ」武村雪絵（東京大学医学
部附属病院）
【以下共通】
対象▶本会会員および現在医療・福祉施設

に勤務している看護職
会費▶会員3000円，非会員15000円
申込方法▶氏名・勤務先・職名・電話番
号・会員か否かを明記し，下記メールアド
レスへ
問い合わせ先▶日本看護評価学会
〒124-0013　東京都葛飾区東立石4-39-
13
☎ 03-3842-4171
jane-sem@r5.ucom.ne.jp

http://jane.umin.jp/seminar.html

第 24 回日本救急看護学会
学術集会（現地＋Web 開催）

日程▶［現地］10月14日（金）〜15日（土），
［オンデマンド配信］10月21日（金）〜11
月4日（金）
会場▶TFTホール（東京都江東区）
テーマ▶救急看護における成果の探究
プログラム▶会長講演「救急看護における
成果の探求」剱持功（東海大学）／基調講
演「救急医療の“これまで”と“これか
ら”」猪口貞樹（東海大学）／特別講演①
「救急看護の歴史（仮）」／②「救急看護の質
（仮）」／教育講演「看護実践の評価」櫻本
秀明（日本赤十字九州国際看護大学）／「未
来を変えるか！？　遠隔医療と救急看護」
長谷川高志（日本遠隔医療協会）／「米国に
おける救急看護師の役割」／「Society 5.0
の世界から救急看護の予防を考える」浅香
えみ子（東京医科歯科大学病院）／
「JTAS2022ガイドライン改訂のポイン
ト」奥寺敬（富山大学）／「救急看護師の未
来（期待）」守田誠司（東海大学医学部付
属病院）／「AIを活用した救急医療活動へ
の成果と今後の展望」中田孝明（千葉大学
大学院）／「明日からできる‼　救急看護
としての家族支援」櫻井大輔（東海大学）
／「敗血症性ショックによる生体反応のメ
カニズムを学ぼう」道又元裕（CCRI
［Critical Care Research Institute］代表）
／「災害対応のプロから学べ！　チーム力
で危機を乗り越える極意とは！？　困難を
チームで乗り切る知恵を知る」草場秀幸
（在日米海軍統合消防局佐世保署），勝部司
（国連災害評価調整チーム［UNDAC］）／
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